
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書のすすめ 

                                       校長  中村 慎輔 

 

１０月は、１年生から４年生の遠足、４年生の稲刈り、さらに昨年度は実施できなかった６年生による中津小

との連合運動会『中菅スポーツ大会』の開催と、行事が盛りだくさんでした。 

 遠足では、さまざまな施設を見学・体験したり、学校以外の場所で教師以外の大人と接したりすることで、多

くの学びを得ることができました。 

 また、見学時に、はぐれないようにお互いに声をかけ合ったり、友だちを思いやりながら見学のペースを合わ

せてあげたりするなど、協力しながら取り組むグループ活動での様子から、子どもたちの成長を感じさせてもら

いましたし、こういった体験の積み重ねと学校での学びが合わさってこそ、本当の学びへとつながっていくのだ

なと改めて思いました。 

 また、わたし自身も、学校では見ることのできない子どもたちの意外な一面や可能性などを発見することもで

きました。 

 

 １１月の朝会では、『読書の秋』ということで、児童に「読書の習慣をつけましょう、本を読むといいことが

たくさんあるよ。」という話をしました。 

 

 読書習慣は、学力向上と大きく関わっています。「活字アレルギー」という言葉があります。読書習慣のない

子が、文字を見るだけで拒絶してしまう状態のことです。当たり前のことですが、国語に限らずすべての教科書

は、文章によって学習内容が説明されています。活字嫌いでは、学習に向かうことができなくなってしまいま

す。 

  

本を読むことでたくさんの言葉を獲得することができますが、それだけではありません。 

 「鎌倉幕府の成立年は１１９２年」といったテレビのクイズ番組のような知識は、インターネットの検索機能

ですぐにわかりますが、最近は１１８５年が成立年という説もあるそうです。現在求められている学習で大切な

ことは、成立年を知っていること以上に、「何でそうなるの？」「そういう答えになるのはなぜ？」ということが

わかることです。なぜ鎌倉幕府の成立年が１１９２年ではなく、１１８５年になるかを理解し説明できることが

大切です。そのためには、ある程度の長さの文章を読む必要があります。 

そして、そういうことが書いてあるのが教科書です。 

  

 また、読書は子どもの心の成長にも大きな役割を果たします。 

 物語を読むとき、登場人物や物語の舞台を頭の中で想像し、イメージを膨らませ 

ます。また、登場人物の心情を推し量ったり、その境遇を自分に置き換えたりします。映像とは 

異なり、活字から読み手が想像を膨らませるということは想像力や感受性を育てる上でとても大切なことです。 

 楽しい本を読んだり、嬉しい本を読んだりすると、私たちも楽しさや嬉しさを味わうことができます。逆に、

悲しい本を読むと、悲しみが分かるようになります。そして、心温まるお話を読むと、優しい気持ちになりま

す。このように、私たちはいろいろな本を読むことで、いろいろな立場の人や境遇の人の心や気持ちを追体験す

ることができ、喜びや悲しみ、人の痛みの分かる人になります。 

 You Tubeやゲームはとても魅力的で楽しいでしょうが、読書も習慣になると楽しくて、しかもいいことがた

くさんあります。 
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1１月  １７日（木） 学習室ブロック交流会 

6 年親子レク 

 １８日（金） 就学時健康診断、学校運営協議会 

 ２１日（月） ポエムさんによる読み聞かせ （3，6 年） 

 ２２日（火） 菅原まつり 

 ２８日（月） 委員会活動 

ポエムさんによる読み聞かせ （1，5 年） 

 ３０日（水） 児童朝会（図書委員会） 

12月  ７日（水） 朝会 

これからの予定  

連合運動会を終えて 

 ６ 年 担 任   
１０月１４日（金）に菅原小学校校庭で中津小学校との連合運動会「中菅スポーツ大会」を実施しました。 

親交を深める目的の交流種目「ドッジボール」「スーパー玉入れ」と、真剣勝負の競技種目「綱引き」「背中渡り」「リレー」

を行いました。 

９月末から実行委員のメンバーを中心に動き出し、昼休みに２回ほど中津小の実行委員と Zoom 会議を開き大会を成功

させようとしてきました。 

練習では、だれてしまうこともありましたが、日を重ねていくことにタイムが縮んだりどんどん団結したりして、児童が

自主的に円陣を組んで団結を深めていく姿に感心していました。 

大会当日は、まさに「運動会日和」と言わんばかりの晴天の中、一生懸命応援したり練習の成果を発揮したりと１００％

以上の力を発揮することができていました。そして、見事１組は、背中渡り女子で優勝、背中渡り男子とリレーで準優勝、

２組は綱引き３位、背中渡り女子で準優勝、背中渡り男子で優勝と素晴らしい結果を収めることができました。 

また、短い時間の中でも、両校の児童同士で親睦を深めることができました。 

当初は、この「中菅スポーツ大会」を楽しみにしていた児童もいれば、運動が苦手で消極的だった児童もいました。しか

し、学年全体でひとつの目標に向かい一生懸命取り組んだことで学年の団 

結力が深まり、一人一人が達成感を味わえたのではないかと思います。 

今回は素晴らしい成績を収めることができましたが、もし結果が出なかった 

としても、本番に向けて頑張ってきたことや努力した過程が大切だというこ 

とに気付いてもらえたのではないかと思います。 

６年担任一同も、児童からたくさんのことを学ばせてもらいましたし、た 

くさんの感動をさせてもらい、感謝の気持ちでいっぱいです。 

連合音楽会を終えて 

 ５ 年 担 任   
11 月 11 日（金）に中津小学校にて、菅原小学校と中津小学校の２校合同で連合音楽会が開催されました。菅原小学校

は、「協(力)思(い出)元(気)奏(でる)」をスローガンに、「新時代」の合奏と「未来が生まれてる」の合唱を発表しました。 

２学期のスタート時には、キャンプという一大イベントがあり、連合音楽会の準備や練習が本格的に始まったのは10月

中旬でした。そんな短い練習期間の中でも、子ども達は同じパートの仲間で練習方法を工夫したり、休み時間の教室や家で

自主的に練習したり、「この小節のリズムが分からない！先生教えてください！」「楽譜見ないでできるようになった！」「一

緒に合わせて演奏してみよう！」という言葉が出たりするなど、と 

ても前向きに活動に取り組んでいました。 

行事後の振り返りでは、「みんな頑張って練習したし、対決でも 

ないから、頑張っただけで良いと思います。」という言葉がありま 

した。もちろん、当日に良い演奏をすることも目標の一つでしたが、 

その目標に向かって頑張った姿勢が何よりも素晴らしかったです。 

今回の行事を通して身に付けた力を、次の活動に生かしていってく 

れたら、とても嬉しいです。 

          かがやけブログ更新中！  

学校の日常の風景や、遠足などの 

行事もその都度配信しています。 

ぜひ のぞいてみてください！ 

 

 


